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■
宮
城
県
退
職
校
長
会

　

宮
城
県
退
職
校
長
会
に
は
現
在
千

九
百
三
十
名
の
会
員
が
い
ま
す
。
県

内
十
四
支
部
の
活
動
を
支
え
る
た
め

に
、
十
三
名
の
常
任
理
事
が
、
庶
務

部
、
経
理
部
、
福
祉
厚
生
部
、
広
報

部
、
み
や
ぎ
教
育
の
日
担
当
に
分
か

れ
、
各
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

新
入
会
員
懇
談
会
や
関
係
機
関
と
の

教
育
懇
話
会
、
み
や
ぎ
教
育
の
日
推

進
大
会
の
開
催
、
年
二
回
の
会
報
発

行
な
ど
を
通
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
本
県
教
育
の
振
興
に
寄
与

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
岩
手
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

　

事
務
局
は
、「
研
修
・
親
睦
・
社

会
貢
献
」
を
掲
げ
る
本
会
の
運
営
を

支
え
る
拠
点
と
し
て
、
会
長
と
副
会

長
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
実
働
部
隊

の
常
任
理
事
一
五
名
が
、
総
務
部
、

研
修
部
、
厚
生
部
、
経
理
部
に
分
か

れ
、
県
内
一
六
地
区
会
と
連
携
・
協

力
し
て
、
退
職
校
長
相
互
の
親
交
や

連
帯
意
識
を
高
め
る
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。ま
た
、長
年
の
教
育
経
験

を
生
か
し
た
地
域
貢
献
活
動
や
現
職

教
育
へ
の
支
援
な
ど
、
岩
手
の
教
育

発
展
と
地
域
社
会
を
繋
ぐ
役
割
を
担

う
べ
く
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
北
海
道
退
職
校
長
会

　

近
年
は
、
会
員
の
高
齢
化
と
会
員

減
に
悩
む
支
部
の
解
散
や
合
併
が
相

次
ぎ
、
30
支
部
以
上
あ
っ
た
支
部
の

数
も
、
今
年
度
は
25
支
部
に
大
き
く

減
り
、
そ
の
た
め
大
幅
な
会
員
減
と

な
っ
て
い
る
。（
5
月
現
在
、
会
員

数
１
９
６
５
名
）

　

他
に
も
、
活
動
停
止
や
本
部
か
ら

の
離
脱（
地
域
内
の
み
で
活
動
す
る
）

を
模
索
す
る
動
き
が
出
て
い
る
こ
と

か
ら
、
道
本
部
の
今
後
の
在
り
方
に

も
大
き
な
影
響
が
で
る
と
考
え
ら
れ

る
。

■
本
部

　

四
月
よ
り
、
7
年
間
事
務
局
長
を

担
っ
た
川
井
先
生
か
ら
引
き
継
ぎ
、

丁
寧
な
ご
指
導
い
た
だ
き
三
か
月
。

い
ろ
い
ろ
な
会
が
次
々
と
、
内
容
も

見
通
せ
な
い
毎
日
で
混
乱
し
な
い
よ

う
頭
の
中
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
部
を
熟
知
し
て
い
る
橋

本
総
務
部
長
と
事
務
局
次
長
佐
々
木

さ
ん
や
十
八
名
の
部
長
・
部
員
の
皆

さ
ん
が
、
連
携
を
密
に
と
り
、
総
会

や
理
事
会
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
事
務
局
は
、
全
国
の
退
職
校

長
の
皆
様
方
の
声
を
聴
き
、
活
動
・

運
営
の
サ
ポ
ー
ト
に
尽
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

各
事
務
局
だ
よ
り
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■
大
分
県
退
職
校
長
会

　

本
県
の
特
色
事
業
で
あ
る
地
域
活
動
懇
談
会
に

お
け
る
実
践
交
流
や
学
校
支
援
活
動
な
ど
、
会
員

に
と
っ
て
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
退
職
校
長
会
を
目

ざ
し
事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　

会
員
数
減
、
新
規
加
入
者
の
減
、
予
算
の
確
保

等
、
対
策
が
困
難
な
課
題
も
多
く
な
っ
て
き
た
が
、

県
下
会
員
一
七
五
六
名
が
力
を
合
わ
せ
、
「
大
分

県
教
育
の
応
援
団
」
と
い
う
合
言
葉
を
心
の
支
え

と
し
、
今
後
と
も
繋
が
り
合
い
、
支
え
合
う
会
の

運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
宮
崎
県
退
職
校
長
会

　

宮
崎
県
退
職
校
長
会
は
結
成
五
十
有
余
年
を
迎

え
、
小
・
中
学
校
退
職
校
長
等
約
千
三
百
名
ほ
ど

で
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
は
、
現
在
様
々
な

分
野
で
活
動
し
て
お
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

本
部
は
、
役
員
を
始
め
、
研
究
調
査
部
・
福
利

厚
生
部
・
編
集
広
報
部
・
事
務
局
の
４
つ
の
部
で

構
成
し
て
お
り
、
全
県
下
十
一
支
部
の
活
動
を
支

え
て
い
る
。

■
鹿
児
島
県
退
職
校
長
会

　

最
近
の
大
き
な
特
色
と
し
て
は
、
①
教
員
の
人

材
確
保
支
援
と
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
普
及
促
進
へ
の

積
極
的
な
取
組
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
で
は
鹿
児
島

大
学
の
教
員
養
成
基
礎
講
座
へ
退
職
校
長
を
講
師

と
し
て
派
遣
し
、
未
来
の
教
員
の
質
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
る
。
②
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

を
受
け
、
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
セ
ン
タ
ー
で
の
演
習
や

先
進
校
の
視
察
等
を
行
い
、
最
新
の
教
育
動
向
を

会
報
で
発
信
・
啓
発
し
て
い
る
。
今
後
も
次
世
代

の
教
育
を
支
援
し
、
退
職
校
長
会
と
し
て
の
存
在

意
義
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

各
都
道
府
県
そ
れ
ぞ
れ
、
事
務
局
の
定
義
が
異
な
る
こ
と

を
感
じ
て
い
ま
す
。
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
和
気
藹
々

と
し
た
雰
囲
気
。
次
号
239
号
に
は
、
秋
田
県
、
山
形
県
、

福
島
県
、
茨
城
県
、
福
岡
県
（
中
学
校
）、
佐
賀
県
、
長

崎
県
、
熊
本
県
の
退
職
校
長
会
事
務
局
を
掲
載
予
定
で
す
。


